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Ｊ
Ｒ
連
合
及
び
「
２
１
世
紀

の
鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
は
、
11
月
25
日
、

衆
議
院
第
２
議
員
会
館
に
て

第
16
回
総
会
と
と
も
に
「
Ｊ

Ｒ
産
業
に
関
わ
る
緊
急
政
策

課
題
の
解
決
に
む
け
た
決
起

集
会
」
を
開
催
し
た
。
決
起
集

会
で
は
、
国
土
交
通
省
上
原
淳

鉄
道
局
長
、
交
運
労
協
住
野
敏

彦
議
長
、
Ｊ
Ｒ
７
社
の
経
営
幹

部
を
来
賓
と
し
て
招
き
、
Ｊ
Ｒ

産
業
の
持
続
的
発
展
と
働
く

仲
間
の
生
活
と
雇
用
を
守
る

た
め
に
、
政
労
使
が
力
を
結
集

す
る
決
意
を
固
め
合
っ
た
。 

 

冒
頭
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
代

表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
榛
葉

賀
津
也
会
長
（
参
・
静
岡
・
国

民
）
は
「
今
次
集
会
は
ま
さ
に

政
労
使
が
一
堂
に
会
し
た
画

期
的
な
場
で
あ
る
。
極
め
て

厳
し
い
局
面
に
立
た
さ
れ
て

い
る
Ｊ
Ｒ
産
業
が
明
る
い
将

来
を
切
り
拓
け
る
よ
う
、
政

労
使
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り

組
ん
で
い
こ
う
！
」
と
力
強

く
挨
拶
し
た
。
続
い
て
Ｊ
Ｒ

連
合
荻
山
市
朗
会
長
は
、
組

合
員
と
家
族
に
対
し
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
も
指
定
公
共

機
関
と
し
て
安
全
輸
送
の
確

保
に
尽
力
し
て
い
る
点
や
、

組
合
員
と
家
族
の
積
極
的
な

協
力
で
２
２
万
筆
超
の
要
望

実
現
を
求
め
る
署
名
を
集
約

し
た
点
に
謝
意
を
述
べ
た
上

で
、
署
名
に
記
さ
れ
た
、 

 ①
雇
用
助
成
金
の
延
長 

②
公
租
公
課
の
減
免
・
猶
予 

③
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
Ｊ
Ｒ
四
国
、

Ｊ
Ｒ
貨
物
へ
の
当
面
の
支
援

と
と
も
に
経
営
自
立
に
向
け

た
道
筋
の
明
確
化 

 

以
上
３
点
を
改
め
て
参
加

者
全
員
に
提
起
し
た
。 

 
来
賓
挨
拶
で
は
、
上
原
局

長
よ
り
Ｊ
Ｒ
を
は
じ
め
と
す

る
鉄
道
事
業
全
般
が
直
面
す

る
厳
し
い
現
状
に
触
れ
た
上

で
、「
今
般
の

状

況

に

鑑

み
、
所
要
の

支
援
が
図
ら

れ
る
よ
う
、

鉄
道
局
と
し

て
精
一
杯
取

り
組
む
」
と

決
意
の
一
端

が

示

さ

れ

た
。
ま
た
、
Ｊ

Ｒ
７
社
を
代

表
し
、
今
年

度
税
制
改
正

の
幹
事
会
社
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
四

国
岡
田
幸
士
取
締
役
よ
り
、

Ｊ
Ｒ
連
合
及
び
加
盟
各
単
組

に
よ
る
企
業
運
営
を
支
え
る

各
種
取
り
組
み
に
対
し
て
謝

意
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、

会
社
側
と
し
て
も
労
使
連
携

を
図
り
な
が
ら
新
し
い
時
代

を
見
据
え
て
対
応
し
て
い
く

旨
、
意
思
表
明
が
さ
れ
た
。 

 

そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ
７
単
組
の

代
表
者
よ
り
、
要
求
実
現
へ

の
想
い
を
込
め
た
口
上
と
と

も
に
榛
葉
会
長
に
署
名
用
紙

が
手
交
さ
れ
た
。
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ

ニ
オ
ン
か
ら
は
、
国
井
道
徳

中
央
執
行
副
委
員
長
が
出
席

し
、「
国
民
の
足
を
守
る
、
将

来
の
鉄
道
を
守
る
、
こ
れ
を

唯
一
実
現
で
き
る
の
は
Ｊ
Ｒ

連
合
で
あ
る
と
確
信
し
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
の
中
で
唯
一
参
加

し
て
い
る
の
が
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ

オ
ン
で
あ
る
。
東
日
本
の
中

で
は
我
々
の
組
織
は
微
力
で

は
あ
る
が
、
グ
ル
ー
プ
企
業
・

従
業
員
を
含
め
、
７
万
５
千

名
の
生
活
を
し
っ
か
り
と
守

っ
て
い
く
。」
と
の
力
強
い
決

意
を
誓
っ
た
。
さ
ら
に
は
職

場
を
代
表
し
、
Ｊ
Ｒ
上
場
四

社
労
組
代
表
、
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨

物
労
組
代
表
、
グ
ル
ー
プ
労

組
代
表
か
ら
直
接
、
働
く
者

の
切
迫
な
声
が
届
け
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
本
集
会
は
尾
形
泰

二
郎
事
務
局
長
か
ら
の
課
題

提
起
、
特
別

決

議

の

採

択
を
経
て
、

Ｚ

ｏ

ｏ

ｍ

で

視

聴

す

る

多

く

の

仲

間

も

含

め

榛

葉

会

長

の

が

ん

ば

ろ

う

三

唱

で

締

め

く

く

ら

れ

た
。 

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
総
会
で
、

新
た
に
伊
藤
孝
恵
議
員
（
参
・

愛
知
・
国
民
）
の
加
入
が
確
認

さ
れ
た
。
総
勢
64
名
と
な
っ

た
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
の
連
携

を
深
め
、
さ
ら
な
る
政
策
実

現
に
邁
進
す
る
。 

 政
労
使
が
一
致
協
力
し
て
、

こ
の
難
局
の
コ
ロ
ナ
禍
を

乗
り
越
え
よ
う
！ 
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  「ＪＲＥユニオン」 

「決起集会」の模様は 

JR連合YouTubeチャンネルにて配信中！ 

 

 

荻山会長挨拶 署名の手交 現場からの声 

榛葉会長に署名を手交する国井副委員長 

挨拶に立つＪＲ連合 荻山市朗会長 
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Ｊ
Ｒ
連
合
は
12
月
４
日
、

「
Ｊ
Ｒ
産
業
に
関
わ
る
緊
急

政
策
課
題
の
解
決
を
求
め
る

署
名
」
を
要
請
行
動
の
集
大
成

と
し
て
、
国
土
交
通
省
の
赤
羽

一
嘉
国
土
交
通
大
臣
へ
届
け

た
。 Ｊ

Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談

会
所
属
の
榛
葉
賀
津
也
会
長

（
参
・
静
岡
）、
泉
健
太
副
会

長
（
衆
・
京
都
３
区
）
、
広
田

一
幹
事
（
衆
・
高
知
２
区
）
と

と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は

荻
山
市
朗
会
長
、
中
村
鉄
平

交
通
政
策
部
長
が
参
加
。
署

名
は
最
終
的
に
２
２
万
４
２

４
５
筆
と
な
っ
た
。 

冒
頭
、
議
員
懇
の
榛
葉
会
長

よ
り
要
請
行
動
の
経
緯
を
説

明
し
た
後
、
荻
山
会
長
か
ら

は
Ｊ
Ｒ
各
社
の
経
営
状
況
や

利
用
状
況
に
触
れ
た
上
で
、

Ｊ
Ｒ
産
業
の
将
来
像
に
む
け

た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
た
。 

赤
羽
大
臣
か
ら
は
「
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
不
安
を
抱
え
な

が
ら
公
共
交
通
を
支
え
て
い

る
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働

者
の
皆
様
に
は
感
謝
申
し
上

げ
る
。
資
金
繰
り
支
援
に
つ

い
て
は
、
要
望
い
た
だ
い
て

い
る
納
税
猶
予
な
ど
し
っ
か 

 

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
11
月
14
日
、

公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス
カ
被

災
地
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
画
し
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は

中
山
耕
介
組
織
部
長
が
、
そ
し

て
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
は

仙
台
地
方
本
部
の
組
合
員
や

未
加
入
の
若
手
社
員
な
ど
７

名
が
参
加
し
た
。 

  

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
東
日
本
大

震
災
復
興
支
援
の
取
り
組
み

の
一
つ
と
し
て
、
公
益
財
団

法
人
オ
イ
ス
カ
と
連
携
し

「
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
参
画
し
て
い
る
。
こ
の

取
り
組
み
は
、
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
津
波
に
よ
り
、
被

災
地
域
全
域
で
広
範
囲
に
わ

た
り
海
岸
林
が
被
害
を
受
け
、

と
り
わ
け
宮
城
県
は
そ
の
大

半
を
占
め
て
お
り
、
再
生
に

は
６
０
０
万
本
以
上
の
ク
ロ

マ
ツ
や
広
葉
樹
等
の
苗
木
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
状
況
を
受
け
、
オ
イ

ス
カ
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
っ
て
被
災
し
た
海
岸
林
の

再
生
に
向
け
て
、
宮
城
県
名

取
地
区
「
海
岸
林
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
１
０
ヵ
年
計
画
」

を
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
海
岸
林
の

再
生
の
み
な
ら
ず
、
播
種
か

ら
植
栽
ま
で
３
年
程
度
を
要

す
る
育
苗
に
対
し
て
、
地
元

被
災
者
が
収
入
を
得
な
が
ら

取
り
組
め
る
よ
う
、「
雇
用
の

創
出
」
も
行
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ

連
合
も
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
趣
旨
に
賛
同
し
、
募
金
活

動
に
協
力
す
る
こ
と
と
し
、

具
体
的
に
は
、「
連
合
愛
の
カ

ン
パ
」
募
集
時
の
目
的
に
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
を
加
え
、

「
カ
ン
パ
」
の
一
部
を
拠
出

し
て
お
り
、
２
０
１
５
年
か

ら
は
、
現
地
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
チ
ー
ム
を
派
遣
し
て
い
る
。 

 

当
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、

午
前
中
は
松
の
樹
高
を
測
定

す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
、

松
の
根
に
溜
ま
っ
た
雨
水
を

外
に
吐
き
出
す
「
溝
切
り
」
作

り
に
専
念
。
溝
切
り
は
２
０

１
６
年
植
栽
地
の
水
は
け
の

悪
い
箇
所
で
行
い
、
初
め
て

の
方
・
久
し
ぶ
り
の
方
そ
れ

ぞ
れ
い
た
が
、
参
加
者
全
員

が
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
、

晴
天
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

汗
だ
く
に
な
る
ま
で
作
業
し

た
。 昼

食
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
者
の
手
作
り
芋
煮
と
牡

蠣
鍋
で
体
を
温
め
た
。
午
後

は
近
く
の
畑
で
サ
ツ
マ
イ
モ

掘
り
、
海
岸
林
の
ゴ
ミ
拾
い

と
続
き
、
朝
か
ら
晩
ま
で
体

力
を
使
う
ハ
ー
ド
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
な
っ
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
「
体
力
的

に
疲
れ
た
が
、
若
手
の
参
加

者
も
い
た
お
か
げ
で
、
気
持

ち
は
充
実
し
た
一
日
を
過
ご

せ
た
。
」
「
個
人
で
は
で
き
な

い
貴
重
な
経
験
が
で
き
た
。

ま
た
来
年
も
参
加
し
た
い
。
」

な
ど
好
評
を
い
た
だ
い
た
。 

Ｊ
Ｒ
連
合
と
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ

ン
は
、
被
災
地
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
派
遣
や
カ
ン
パ

活
動
を
断
続
的
に
行
う
！ 

り
取
り
組
ん
で
い
る
。
Ｊ
Ｒ

二
島
・
貨
物
に
つ
い
て
は
地

域
毎
の
課
題
も
あ
り
、
私
も

現
地
で
実
際
に
乗
車
し
な
が

ら
、
支
援
に
む
け
て
も
検
討

を
進
め
て
い
る
。
新
幹
線
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
地
方
創
生
や

防
災
・
減
災
対
策
と
し
て
も

重
要
だ
」
と
述
べ
ら
れ
た
。 

 

Ｊ
Ｒ
産
業
で
働
く
者
、
そ

し
て
す
べ
て
の
関
係
者
の
多

大
な
る
理
解
と
協
力
を
得
て

の
、
か
つ
て
な
い
規
模
の
要

請
行
動
と
な
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
産

業
の
危
機
的
状
況
を
乗
り

越
え
、
さ
ら
な
る
発
展
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
に
対
す

る
期
待
の
声
で
あ
る
。 

Ｊ
Ｒ
産
業
の
経
営
と
、
働

く
者
の
雇
用
と
生
活
を
守

る
取
り
組
み
に
結
実
さ
せ

る
べ
く
、
う
ね
り
を
創
り
出

し
て
い
こ
う
。 

 

署
名
活
動
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
多
く
の
仲
間
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

Ｊ

国
土
交
通
省･

赤
羽
大
臣
へ
の
要
請
行
動  

モニタリングﾞや清掃･溝切りなどの作業を実施 
ボランティア活動で汗を流す仲間たち 

 

海岸林の再生に向けた活動を展開（宮城県名取地区） 


